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平成２５年５月３０日 

地震予知連絡会将来検討 WG 

 

将来検討ワーキンググループ（経過報告） 
 

１．WGの設置経緯と目的 

地震予知連絡会は、地震予知の実用化を促進する旨の閣議了解（昭和43年5月）及び測地

学審議会建議（昭和43年7月）を踏まえて、地震予知に関する調査・観測・研究結果等の情

報の交換とそれらに基づく学術的な検討を行うことを目的に、昭和44年4月、国土地理院に

事務局を置き発足した。現在では、「地震及び火山噴火予知のための観測研究計画の推進

について(建議)」において、「地震活動・地殻変動等に関するモニタリング結果を中心とし

た情報交換を行い、モニタリング手法の高度化を検討する場」として位置付けられている。

平成21年には、注目すべき地震や地震予知研究に重要な問題などを「重点検討課題」とし

て集中的な検討を行うように審議方法を変更した。 

昨年度から、現建議のレビューや見直しも進められ、次期計画の検討も実施されている。

これまでの検討や次期計画の検討状況をふまえつつ、地震予知連絡会自らも、組織の名称

を含め、地震予知連絡会の役割の再確認と今後の活動の方向性を示すために、第197回地震

予知連絡会において本ワーキンググループ(WG)が設置された。 

 

２．検討事項 

・地震予知連絡会の役割の再確認と今後の方向性 

・「予知」と「予測」の捉え方 

・組織名称の変更の必要性 

 

３．活動状況 

 これまでに、3回の会合とメーリングリストによる議論を行った。 

 

４．これまでの検討の概要 

・モニタリングとして何が重要かを検討し、今の科学の実力を把握・提示するために、

予測実験の試行を目ざす。 
・予測実験の試行を始めるため、しばらくは重点検討課題として検討を行う。 

・「予知」と「予測」のとらえ方は一般市民の中でも人によって異なる。 
・社会的には、名称の変更よりも、地震予知連絡会が減災にどう貢献するかが問われ

ている。 

・組織名称変更の利点・問題点も整理し、さらに検討を進める。 

 

５．今後の予定 

８月の第 200 回地震予知連絡会で最終報告を行う。 
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地殻活動モニタリングに 

関する検討 
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         気  象  庁  作  成  �  
発  震  機  構  は  気  象  庁  に  よ  る  C  M  T  解  �  
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テキストボックス
図中の吹き出しは、M5.5以上
　（ただし与那国島近海の地震活動は規模の大きい2つの地震に吹き出しをつけた）



日本周辺における浅部超低周波地震活動（2013 年 2 月 ～ 4 月）

● 2月中旬から3月上旬に十勝沖でやや活発な超低周波地震活動
（2月15日〜20日，24日〜26日，および3月4日に超低周波地震を検出，
　やや活発な活動は2012年3月以来，約11ヶ月ぶり）

第２図 ．十勝沖における検出イベントの累積カウント数の
時間変化．幅 60 秒間の解析時間窓を 15 秒毎に設定し，そ
れぞれの解析時間窓内にイベントが検出される度に１カ
ウントと数えるよう定義した．

時間（年）

累
積
カ
ウ
ン
ト
数
（
個
）

防災科学技術研究所資料

十勝沖

時間（年/月/日）

第１図．2003 年 6 月 1 日から 2013 年 4 月 30 日 

までの期間にアレイ解析によって検出された
イベントの震央分布．検出イベントを防災科
研 Hi-net の手動，または自動験測震源と照合
し，対応する地震が見出されたイベントを灰
色で，それ以外を桃色（2013 年  1 月 31 日以
前），および赤色（ 2 月 1 日以降）の点でそ
れぞれ示す．これらは主として周期 10 秒以
上に卓越する超低周波地震を表すが，東北地
方太平洋沖地震の発生以降は，除去しきれな
い通常の地震を多数含む．期間内に発生した 

M 7 以上の地震の震央を黄色星印で併せて示
す（ただし，2011 年 3 月 11 日以降は東北地
方太平洋沖地震の本震のみ）．

第３図．2003 年 6 月 1 日から 2013 年 4 月 30 日までの期間に検出されたイベントの時空間分布．検出されたイベントを防災科研 Hi-net 手動
験測震源と照合し，対応する地震が見出されたイベントを灰色で，それ以外を赤色の点でそれぞれ示す.その他は第１図に同じ．
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ＧＮＳＳ連続観測から推定した日本列島の歪み変化

ＧＮＳＳ座標値データに基づいて1年間の歪み変化図を作成した．座標値の15日分の平均値から

１年間の変位ベクトルを算出し，それに基づいて歪みを計算している．

国土地理院資料

・2011年3月11日に発生した東北地方
　太平洋沖地震の余効変動の影響に
　よる歪みが見られる.

基準期間:2012年04月13日 -- 2012年04月27日【F3:最終解】
比較期間:2013年04月13日 -- 2013年04月27日【F3:最終解】
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東北地方太平洋沖地震後の余効変動の影響が見られる.

ＧＮＳＳ連続観測データから推定した地震後の歪み変化（東日本）３ヶ月

国土地理院資料

・太点線はフィリピン海スラブの北東端（Uchida et al.,2010,JGR)

基準期間:2013年01月13日 -- 2013年01月27日【F3:最終解】
比較期間:2013年04月13日 -- 2013年04月27日【F3:最終解】
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東北地方を中心に東向きの変動が見られる．

国土地理院資料
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宮城県付近の一部観測点で隆起傾向が見られるが，その大きさは小さくなってきている．

国土地理院資料
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東北地方太平洋沖地震後の地殻変動　対数関数近似（6）
地震後 30日間のデータを除外して推定

表示期間　 2011/03/11 18:00:00 ～ 2013/05/20 12:00:00【Q3解】

福江（950462） － Ｍ牡鹿 (059071)
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地震後 680日までのデータによる推定値

disp = a log(1 + t/b) + c

成分 a [m] b [day] c [m] χ2

東西 +0.2500 79.35 +5.2900

南北 -0.0978 79.35 -1.7229 1.73

上下 +0.0964 79.35 -1.0964

100日間予測残差平均 (東西/南北/上下)

+0.0009/-0.0031/+0.0178 [m]

地震後 790日までのデータによる推定値

disp = a log(1 + t/b) + c

成分 a [m] b [day] c [m] χ2

東西 +0.2522 81.81 +5.2924

南北 -0.0996 81.81 -1.7228 1.71

上下 +0.1029 81.81 -1.1022

10日間予測残差平均 (東西/南北/上下)

+0.0034/-0.0019/+0.0144 [m]

国土地理院
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気象庁作成 

M
最大
震度

M
最大
震度

1 4/17 10時15分 4.4 3 28 4/17 18時36分 3.2 1

2 4/17 10時16分 3.3 2 29 4/17 18時56分 2.5 1
3 4/17 11時13分 4.6 3 30 4/17 19時00分 2.7 1
4 4/17 11時16分 4.6 3 31 4/17 19時25分 3.0 1
5 4/17 11時54分 2.9 1 32 4/17 19時47分 3.3 1
6 4/17 12時01分 3.0 1 33 4/17 19時55分 3.0 1
7 4/17 12時12分 3.8 2 34 4/17 20時13分 2.6 1
8 4/17 12時22分 4.6 3 35 4/17 20時27分 2.7 1
9 4/17 12時23分 4.0 3 36 4/17 20時33分 3.2 2
10 4/17 12時29分 3.2 1 37 4/17 21時10分 3.1 1
11 4/17 12時36分 2.7 1 38 4/17 21時20分 2.7 1
12 4/17 14時29分 2.9 2 39 4/17 22時10分 2.3 1
13 4/17 14時32分 3.4 2 40 4/17 22時12分 3.5 2
14 4/17 16時52分 2.7 1 41 4/17 22時21分 2.1 1
15 4/17 17時55分 4.5 2 42 4/17 23時16分 2.5 1
16 4/17 17時57分 6.2※ 5強 43 4/17 23時17分 3.8 2
17 4/17 17時59分 4.3 3 44 4/17 23時47分 2.9 1
18 4/17 18時00分 3.6 1 45 4/18 0時22分 2.9 1
19 4/17 18時01分 3.9 2 46 4/18 5時46分 2.6 1
20 4/17 18時05分 3.2 1 47 4/18 15時15分 2.5 1
21 4/17 18時06分 3.4 2 48 4/18 16時44分 3.0 1
22 4/17 18時06分 3.5 3 49 4/18 23時29分 2.9 1
23 4/17 18時08分 2.7 1 50 4/19 18時03分 3.1 1
24 4/17 18時13分 3.6 2 51 4/20 18時04分 2.3 1
25 4/17 18時14分 3.1 1 52 4/22 6時27分 2.8 1
26 4/17 18時15分 2.9 1 53 4/30 4時40分 2.6 1

27 4/17 18時24分 2.2 1

発生日時 発生日時

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月 17 日 三宅島近海の地震 
 2013年４月17日10時過ぎから三宅島近海で

地震活動が活発になり、同日 17 時 57 分に三宅

島近海の深さ９km で M6.2 の地震（最大震度５

強）が発生した。この地震の発震機構（CMT 解）

は、北北西－南南東方向に圧力軸を持つ横ずれ

断層型であった。 

気象庁はこの地震に対して、同日 18 時 02 分

に伊豆諸島、静岡県の沿岸に対して津波予報

（若干の海面変動）を発表した。この地震によ

り、三宅島坪田で７cm、三宅島阿古で６cm の津

波を観測した。この地震により、負傷者１人の

被害が生じた（総務省消防庁による）。 

今回の地震活動が活発になった17日 10時過

ぎ以降 24 時間以内に、震度１以上を観測した

地震が 46 回発生した（最大震度別の内訳は、

震度５強：１回、震度３：７回、震度２：11

回、震度１：27 回）。その後は４月 30 日までに、

震度２以上を観測した地震は発生していない

（震度１を観測した地震が７回発生）。 

1997 年１月以降の活動を見ると、新島・神津

島から三宅島にかけての領域ａで、三宅島の火

山活動が活発であった 2000 年の、７月から８

月には M6.0 以上の地震が６回発生している。 

震央分布図（1997 年１月１日～2013 年４月 30 日、 

深さ０～20km、M≧3.0） 

2013 年４月の地震を濃く表示 

領域ａ内のＭ－Ｔ図 

震度１以上を観測した地震（４月 17 日～30 日） 

今回の地震 

CMT 

※M6.0 以上の地震に吹出しを付けた。 

三宅島 

神津島 

新
島 

上図内のＭ－Ｔ図 

ａ
御蔵島 

※4/17 17 時 57 分の地震（M6.2）の約 15 秒前に、M5.1 の地震
が発生しているが、ほぼ同じ場所で発生した地震であるため震
度の分離ができない。 

（2013 年４月１日～４月 30 日、 

深さ０～20km、M≧2.0） 

発震機構は CMT 解 
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気象庁作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三宅島近海の地震 一元化震源とＤＤ法との比較 

使用した観測点

Ｂ Ｃ 

震央分布図 

（2013 年４月 17 日～2013 年４月 24 日、 

深さ０～30km、M≧2.0） 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｂ Ｃ 

Ａ 

Ｂ 

断面図 
（Ａ－Ｂ投影）

断面図 

時空間分布図 

17 

18 

19 

20 

(日) 

（一元化震源） 

 

Ｃ 

断面図 
（Ａ－Ｂ投影） 

Ｂ Ｃ 断面図 

（波形相関を使ったＤＤ法）

Ｂ 

Ａ Ａ 

Ｂ 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 
Ｂ Ｃ 

断面図 
（Ａ－Ｂ投影） 

断面図 

Ｂ 

Ａ 

（ＤＤ法） 
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50 km

138˚30' 139˚00' 139˚30' 140˚00'

34˚30’

34˚00’

33˚30’

1 cm
観測

計算

0

20 km

0 20 km

深さ

深さ

2013年4月17日の三宅島近海の地震の矩形断層モデル（暫定）

走向 傾斜緯度 経度 深さ すべり量 すべり角幅 長さ Mw

緯度、経度、走向、傾斜、幅、長さは気象庁一元化震源の震源分布から設定。深さ、
すべり量、すべり角を逆解析で推定した。剛性率30GPa。

固定局：南伊豆

青丸　震源位置：気象庁一元化震源 (期間 4月11～22日）

赤四角：断層面

使用データ：　F3解　期間　４月9-15日～４月21-27日

34.02° 139.39° 0.6 km 351.0° 89.0° 8 km 10 km 0.37 m 51.7° 5.9

国土地理院資料
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50 km

138˚30' 139˚00' 139˚30' 140˚00'

34°30’

34°00’

33°30’
1 cm

観測

計算

0

20 km

0 20 km

深さ

深さ

走向 傾斜緯度 経度 深さ すべり量 すべり角幅 長さ Mw

緯度、経度、幅、長さは気象庁一元化震源の震源分布から設定。走向、傾斜、深さ、すべり量、
すべり角を逆解析で推定した。剛性率30GPa。

固定局：南伊豆

青丸　震源位置：気象庁一元化震源 (期間 4月11～22日）

赤四角：断層面

使用データ：　F3解　期間　４月9-15日～４月21-27日

34.05° 139.38° 1.5 km 275.0° 79.0° 5 km 5 km 1.10 m -133.3° 5.9

2013年4月17日の三宅島近海の地震の矩形断層モデル（暫定）

国土地理院資料
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気象庁作成 

４月 13 日 淡路島付近の地震  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の地震 

ａ Ａ 

Ｂ 

2013 年４月 13 日 05 時 33 分に淡路島の深さ

15km で M6.3 の地震（最大震度６弱）が発生し

た。この地震は、「平成７年（1995 年）兵庫県

南部地震」の余震域の南西端に近接する領域で

発生した。この地震の発震機構は東西方向に圧

力軸を持つ逆断層型で、地殻内で発生した地震

である。 

地震活動は本震－余震型で推移し、余震活動

は減衰してきている。これまでの最大余震は、

この地震の約８分後に発生したM3.9の地震（最

大震度３）である。 

震央分布図 

（1990 年１月１日～2013 年５月１日、 

深さ０～30km、M≧2.0） 
4 月 13 日以降の地震を濃く表示 

平成７年(1995 年)兵庫県南部地震 

ｂ 
領域ｂの震央分布図 

（2013 年４月１日～５月１日、 
深さ 10～20km、M≧1.0） 

領域ａ内のＭ－Ｔ図 

細線で地震調査研究推進本部による 
主要活断層を表示 

細線で地震調査研究推進本部による 
主要活断層を表示 

Ｂ 

Ａ 

領域ａ内の時空間分布図（Ａ－Ｂ投影）

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

10 20 30
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気象庁作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

領域ｂの震央分布図と断面図 
（2013 年４月１日～５月１日、 

深さ 10～20km、M≧1.0） 

今回の地震の余震分布と本震の発震機構から推定される震源断層は、南北方向に延びる西傾斜の逆

断層と考えられる。 

1923 年 1 月以降の活動を見ると、今回の地震の震央付近（領域ｃ）で M6.0 以上の地震は、今回の

地震のほか、「平成７年（1995 年）兵庫県南部地震」、および 1936 年の河内大和地震がある。 

さらに広域で M7.0 以上の地震としては、1927 年に北丹後地震、1943 年に鳥取地震、1945 年に三河

地震、1948 年に福井地震、平成 12 年(2000 年)鳥取県西部地震などが発生している。 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

周辺の震央分布図 
（1923 年１月１日～2013 年５月１日、 

深さ 0～30km、M≧4.0） 

ｃ 

今回の地震 

平成７年(1995 年)
兵庫県南部地震 

河内大和地震

先山断層帯 

細線で地震調査研究推進本部による 
主要活断層を表示 

(km) 

(km) 

北丹後地震 

鳥取地震

三河地震 

福井地震 

平成 7 年(1995 年) 

兵庫県南部地震 

平成 12 年(2000 年)

鳥取県西部地震 

広域の震央分布図 
（1923 年１月１日～2013 年５月１日、 

深さ 0～30km、M≧6.0） 

北丹後地震 

鳥取地震 

三河地震 

福井地震 

平成 7年(1995 年)

兵庫県南部地震 

平成 12 年(2000 年) 

鳥取県西部地震 

ｄ 

領域ｄ内のＭ－Ｔ図 
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気象庁作成 

淡路島付近の地震と活断層 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

細線で地震調査研究推進本部による主要活断層を表示している。 

震央分布図 

（2013 年４月 13 日～５月１日、 

深さ０～30km、M≧1.0） 

六甲・淡路島断層帯主部
野島断層 

先山断層帯 
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(1) 兵庫日高(960646)→洲本(950361)　東西 基準値：13966.249ｍ

2013/04/13 M6.3

3/1 11 21 4/1 11 21

㎝

4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

(1) 兵庫日高(960646)→洲本(950361)　南北 基準値：-123311.494ｍ
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(2) 兵庫日高(960646)→淡路一宮(950360)　東西 基準値：12077.093ｍ
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(2) 兵庫日高(960646)→淡路一宮(950360)　南北 基準値：-107387.235ｍ
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(2) 兵庫日高(960646)→淡路一宮(950360)　比高 基準値：-74.483ｍ

期間: 2013/03/01～2013/04/27 JST
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●---[F3:最終解]

基準期間:2013/04/05～2013/04/11[F3:最終解]
比較期間:2013/04/13～2013/04/19[F3:最終解]

固定局:兵庫日高(960646)

42′

36′

30′

24′

18′

12′

18′ 24′ 30′ 36′ 42′ 48′ 54′ 135° 6′ 12′ 18′ 24′

2013/04/13 M6.3

950359
淡路

950360
淡路一宮

950361
洲本950362

西淡

950363
南淡

950369
和歌山

0.6㎝

1.2㎝0.5㎝

2㎝

淡路島付近の地震(4月13日 M6.3)前後の観測データ（１）

成分変化グラフ

国土地理院資料

この地震に伴うわずかな地殻変動が観測された．

地殻変動（水平）

※ 洲本の地殻変動量には，電子基準点の傾斜に伴う5mm程度の変動が含まれる可能性がある．

18



132˚E 133˚E 134˚E 135˚E 136˚E 137˚E 138˚E

33˚N

34˚N

35˚N

0 50 100

132˚E 133˚E 134˚E 135˚E 136˚E 137˚E 138˚E

33˚N

34˚N

35˚N

0 50 100

132˚E 133˚E 134˚E 135˚E 136˚E 137˚E 138˚E

33˚N

34˚N

35˚N

0 50 100

西南日本の深部低周波微動・短期的スロースリップ
活動状況 （2013 年 2 月～ 4 月）その１ 防災科学技術研究所

防災科学技術研究所資料

● 顕著な微動活動： 紀伊半島南部，3 月 7 ～ 14 日．四国中部 3 月 7 ～ 24 日．

                                   紀伊半島北部，4 月 5 ～ 12 日．

図 1. 西南日本における 2013 年 2 月～ 4 月の月毎の深部低周波微動活動．赤丸はエンベロープ相関・振幅ハイブリ
ッド法 (Maeda and Obara, 2009) およびクラスタ処理 (Obara et al.，2010) において，１時間毎に自動処理された微動
分布の重心である．青菱形は周期 20 秒に卓越する深部超低周波地震 (Ito et al., 2007) である．

2013 年 4 月

kmkm km

2013 年 3 月2013 年 2 月

図 3. 2003 年 1 月～ 2013 年 4 月までの深部低周波微動（赤）および，深部超低周波地震（青菱形）の時空間分布．
緑太線は，傾斜変動から検出された短期的 SSE．

図 2. 2013 年 2 月～ 4 月の深部低周波微動（赤）および，深部超低周波地震（青菱形）の時空間分布．
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国土地理院資料

4月17日～18日頃の与那国島近海の地震活動　正断層モデル（暫定）

緯度、経度、走向、幅、長さは気象研究所による震源分布の浅部のクラスターをもとに設定。
深さ、傾斜、すべり量、すべり角を逆解析で推定した。剛性率30GPa。

使用データ：R3速報解（基準期間　4月11日～16日　比較期間　4月23日～28日）

固定局：与論

青丸　震源位置：三次元速度構造を用いて推定された震源（気象研究所勝間田氏による）
　　　　　　　　（期間　4月7日～23日）

赤四角：断層面
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重点検討課題の検討 

 

 
「日本海で発生する地震と津波」 



東京大学地震研究所　佐藤比呂志　資料22



NKTZ
NKTZ

• GEONET
•

海洋研究開発機構　小平秀一　資料

京都大学防災研究所　西村卓也　資料23



(mm/yr)

(39 0N 139 6E) (37 8N 138 9E)(45.0N, 141.7E) (41.5N, 139.5E) (39.0N, 139.6E) (37.8N, 138.9E)

Seno et al.(1996) EU OK 6.4 9.2 11.1 12.1

Heki et al.(1999) AM NA 15.8 17.1 17.9 18.3Heki et al.(1999) AM NA 15.8 17.1 17.9 18.3

Sella et al.(2002) AM OK 18.2 22.8 25.6 27.1

Kreemer et al.(2004) AM OK 13.5 16.8 18.8 19.9

Apel et al.(2006)* AM OK 17.2 20.7 23.0 24.2

Demets et al.(2010)* AM OK 4.7 5.4 6.2 6.5

Argus et al. (2010) EU NA 11.7 13.0 14.0 14.4

* **OK Argus et al.(2011)

• 5~27mm/

•

•

•

•

京都大学防災研究所　西村卓也　資料24



•

•

•

•

/

••

( 2012)

第199回地震予知連絡会プレス資料 2013年5月30日

1

京都大学防災研究所　西村卓也　資料

産業技術総合研究所　岡村行信　資料
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第199回地震予知連絡会プレス資料 2013年5月30日

2

第199回地震予知連絡会プレス資料 2013年5月30日

3

26
産業技術総合研究所　岡村行信　資料
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第２００回地震予知連絡会 重点検討課題  「地震の短期予測の現状と評価」 

 
趣旨説明者 名古屋大学大学院環境学研究科 山岡 耕春 

 
地震の発生直前に前兆現象を捉え、地震発生を高い確度で予測することが出来れ

ば、避難行動につながり災害軽減が可能となる。そのため、長年にわたって様々

な手法による研究が続けられてきた。震源の物理モデルに立脚した手法から、電

磁気学的手法、さらにいわゆる宏観現象にもとづく手法までが提案され、試行も

されている。東海地震の直前予知についてもプレスリップを想定した予知の観測

体制が取られている。本重点検討課題では、地震の短期予測に関して、主に４つ

の課題についてレビューをし、今後の方向性について議論をしたい。 

 
（１）予測の評価 

予測手法が有効かどうかを検証するためには客観的な統計的評価が必要となる。

その手法について CSEP で用いられている手法を中心にレビューをする。（東京

大学地震研究所、鶴岡弘） 

 
（２）震源核 

震源断層における高速破壊の直前に震源核が形成され、それを観測によって捉え

ることにより地震発生を早期に検知できるという考え方がある。震源核に関する

知見を整理する。（東京大学地震研究所、吉田真吾） 

 
（３）トリガリング 

地震発生直前の状態となっている領域では、何かの小さなきっかけ（トリガリン

グ）によって破壊が開始することがある。その意味で、トリガリングの過程を理

解することは地震の短期予測のために重要である。動的および静的トリガリング

について、レビューをする。（京都大学防災研究所、宮澤理稔） 

 
（４）電磁気学的観測 

地震は力学的現象であるが、力学的現象と電磁気学的現象との相互作用も存在す

る。そのような観点から電磁気学的現象による地震の短期予測についてレビュー

をする。（東京学芸大学、鴨川仁） 

 
（５）その他：上記の課題と関連した、委員からのご報告を歓迎します。 
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